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第
62
回
全
国
高
等
学
校

軟
式
野
球
選
手
権
大
会
兵
庫

大
会
が
三
田
城
山
球
場
（
ア

メ
ニ
ス
キ
ッ
ピ
ー
ス
タ
ジ
ア

ム
）
で
、
７
月
26
日
か
ら
始

ま
り
ま
し
た
。 

 

１
回
戦
は
播
磨
農
業
に
８

対
０
で
７
回
コ
ー
ル
ド
勝

ち
、
２
回
戦
の
兵
庫
工
業
に

は
11
対
２
で
７
回
コ
ー
ル

ド
勝
ち
、
続
く
準
々
決
勝
は

育
英
に
５
対
０
で
勝
利
し
ま

し
た
。 

 

 

決
勝
の
対
戦
相
手
は
篠
山

鳳
鳴
。
本
校
は
コ
ー
ル
ド
勝

ち
が
２
試
合
、
相
手
の
篠
山

鳳
鳴
は
延
長
戦
を
２
試
合
。

優
勝
を
期
待
し
て
い
ま
し
た

が
、
０
対
２
の
接
戦
で
、
惜

し
く
も
準
優
勝
と
な
り
ま
し

た
。 

 

し
か
し
、
守
備
面
で
大
き

く
成
長
し
、
ミ
ス
の
な
い
ゲ 

ちょっと一言 「学校の授業は社会で役に立つか？」の問いに理化学研究所理事長の松本絋氏が、「学校で

習っている間は、個々の知識が他のものと結びつくことは、ほとんどない。しかし、成長するとそれら個々

の知識が繋がり始める。実社会に出ると様々な場面で思考し、判断しなければならなくなる。その瞬間、過

去に学んだ知識が総動員される。その時に知識量が少なければ、間違った判断をしてしまうのだ。知識の習

得が容易な時期に、できるだけ多くのことを貪欲に学び脳内に蓄えるべきである。インターネットの情報量

は膨大だが、『質』は一切保証されていないので注意が必要だ。」と答えられている。容易な時期って？ 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                  

が
選
ば
れ
ま
し
た
。 

【
登
録
選
手
】
２
年
山
﨑
拓
弥

(

明
石
市
立
大
蔵
中)

、
西
海
幹

太(

同
江
井
島
中)

、
菅
秀
士(

同

中)

、
安
留
豪
彬
（
同
野
々
池

中
）、
永
広
将
輝
（
同
中
）、
澤

木
駿(

神
戸
市
立
住
吉
中)

、
三

村
永
輝(

同
桜
の
宮
中)

、
打
田

涼(

同
大
原
中)

、
中
村
颯
斗
（
同

原
田
中
）
、
山
裾
碧
也
（
同
広

陵
中
）
、
木
田
隆
斗(

西
宮
市
立

鳴
尾
中)

、
久
保
田
玲
雄(

加
古

川
市
立
中
部
中)

、
１
年
福
田
愛

斗(

神
戸
市
立
大
原
中)

、
松
榮

竜
太(

同
中)

、
保
岡
裕
貴(

同
飛

松
中)

、
吉
田
颯
太
（
同
上
野

中
）、
小
滝
大
貴
（
同
布
引
中
）、

杉
尾
蒼
大(

稲
美
町
立
稲
美
中)  

 

第
16
回
全
日
本
ビ
ー
チ
バ

レ
ー
ジ
ュ
ニ
ア
男
子
選
手
権

大
会
が
８
月
４
日
か
ら
６
日

ま
で
、
大
阪
府
阪
南
市
箱
作
海

水
浴
場
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。 

２
年
生
ペ
ア
と
３
年
生
ペ

ア
の
２
チ
ー
ム
で
、
３
連
覇
を

目
指
し
て
臨
み
ま
し
た
。 

 

ー
ム
を
続
け
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
今
後
が
楽
し
み
で

す
。 

【
登
録
選
手
】
３
年
中
川
雄
大

（
神
戸
市
立
原
田
中
）
、
岸
本

詩
音
（
同
垂
水
東
中
）
、
野
北

伊
吹
（
同
本
山
中
）
、
梅
真
介

（
同
魚
崎
中
）、
中
埜
尚
人
（
同

長
峰
中
）
、
中
野
裕
馬
（
同
高

倉
中
）
、
山
本
淳
平
（
西
宮
市

立
今
津
中
）、
奈
木
野
聖
也
（
同

甲
陵
中
）
、
大
元
聖
也
（
同
鳴

尾
中
）
、
加
藤
和
輝
（
芦
屋
市

立
山
手
中
）、
西
田
晏
士(

四
条

畷
市
立
四
条
畷
南
中)

、
２
年

鉄
羽
康
司(

神
戸
市
立
鈴
蘭
台

中)
、
水
田
拳
士
（
西
宮
市
立

今
津
中
）
、
下
井
淳(

同
鳴
尾

中)

、
春
山
若
葉(

明
石
市
立
大

蔵
中)

、
１
年
森
峻
輔
（
神
戸

市
立
雲
雀
丘
中
）、 

 

 

新
チ
ー
ム
で
臨
ん
だ
第
38

回
兵
庫
県
私
立
高
等
学
校
男

子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

で
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
に
お
い
て
準

優
勝
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
優
秀
選
手
に
２
年
長

田
大
地
（
西
宮
市
立
瓦
木
中
） 

３
年
生
チ
ー
ム
が
健
闘
し
、
準

優
勝
の
成
績
を
収
め
ま
し
た
。 

 

幾
度
と
な
く
接
戦
を
勝
ち
抜

き
、
ま
た
逆
転
し
て
の
準
優
勝

で
し
た
。 

【
登
録
選
手
】
３
年
ペ
ア
堀
川

貴
之(

神
戸
市
立
井
吹
台
中)

、

奥
重
修
斗(

同
神
戸
生
田
中)

、

２
年
ペ
ア
小
林
優
斗(

西
宮
市

立
浜
甲
子
園
中)

、
菅
井
晴
翔

(

加
古
川
市
立
神
吉
中)

。 

 

第
30
回
県
私
立
高
等
学
校

男
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
優
勝
大
会

が
８
月
22
日
・
23
日
に
神
戸
弘

陵
学
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

結
果
は
準
優
勝
で
し
た
。 

【
登
録
選
手
】
３
年
石
橋
直
樹

(

西
宮
市
立
浜
脇
中)

、
寺
尾
友

吾
（
西
脇
市
立
西
脇
南
中
）、
岡

本
大
輝(

播
磨
町
立
播
磨
中)

、

２
年
山
本
瑛
太(

明
石
市
立
二

見
中)

、
畑
本
悠
次
（
神
戸
市
立

須
佐
野
中
）、
梯
智
彦
（
同
中
）、

南
凱(

加
古
川
市
立
加
古
川
中)

山
内
一
輝(

同
中)

、
近
藤
匠(

同

中)

、
菅
井
晴
翔
、
小
林
優
斗
、

大
西
真
貴
（
同
山
手
中
）、
山
崎

颯(

尼
崎
市
立
小
園
中)

、
１
年

牧
仁
太(

神
戸
市
立
兵
庫
中)

。

優
秀
選
手
に
畑
本
悠
次
と
南
凱

が
選
ば
れ
ま
し
た
。 


